
　

2年生296名、１年生303名が、93社の企業・団体へ訪問しました。
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未来を生き抜く人材育成事業「キャリア教育コーディネーター活用事業」モデル校の指定を受けています。

B RIDGE
教科・地域社会・未来への架け橋となる学びの時間

身近な課題を見つけそれに対して詳しいことを積極的に探していく手段を今回のイ

ンタビュープログラムで学びました。次は自分の身近なことだけでなく、もっと深

く自分ではない誰かの視点となって考えをより深められるように、多角的多面的な

視点を持ち、多くの物事をとらえられるようにしたいです

実際自分の足で行って、インタビューをし

て、学びを得るということがどれだけ重要

なのかを知ることができたので、実際に自

分で行動するということを今後もしていき

たいです。

インタビューをする時以外もそうだけれど、準備段階からしっ

かりとやるべき事を丁寧に取り組むことや、当日も自分がして

きたことを最大限に活かして活動することの姿勢を今後に活か

したいと思いました。

『インタービュープログラム協力企業コメント（一部抜粋）』
◆この度は素敵なプログラムに感動いたしました。 学生の皆様からの質問が大変素晴らしい内容で、SDGsだけでな

く、将来ことや仕事のやりがいなど、皆さんが将来の事を真剣に考えていらっしゃり、私共も刺激をいただきまし

た。

 ◆みなさん、とても真剣にお話を聞いてくださって、常にメモをとっていた姿が印象的でした。 自分の将来に照

らし合わせながら、目の前の取り組みに耳を澄まし、自分の心と向き合っている様子が見られ頼もしく思います。 

持続可能な未来をつくる子どもたちとの取り組みを積極的に行いたいと思います。

◆高校生が主体となって連絡のやりとりを行っており、責任を持ってできていることがとても好印象でした。今後

も地域貢献並びに、社会で働いているたくさんの職種を知っていただく機会になればと思っております。

ドローンの話を聞くだけだと思っていたけど、実際聞いてみると

農業や警察、消防と協力したレスキュー、教育とも関係している

事業で自分の興味のある分野とも関係があることに気づくことが

できてとても面白かった。

（株）KDDIエンジニアリング中部支社にて →


